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クラウドコンピューティングプラットフォームは従๨のオンプレミス環境とಐべ、ಝ常に安価

でスケーラブルな計算資源を提供している。また、このクラウド環境にはあらゆる種຾のアプ

リケーションがデプロイされ、それらが処๽するデータもデータもட時にクラウドに置かれて

いる。しかしながら、クラウド環境の๸๑には従๨存在しなかったプライバシーのฆ題がつき

まとう。クラウド環境の活๑は、結果的にクラウドプロバイダーにデータのஷみ取りを許すこ

とに他ならないからだ。

情൙検索（B`）アプリケーションにおいて、このฆ題を解決するための取り組みが進んでい
る。ドキュメントのഞ書ベクトルとクエリのベクトルとのコサイン຾似度を๑いる຾似ഞ書検

索については、準ட型暗号を๑いて安全に実装するൣ൥が提案されている。このൣ൥では準ட

型暗号を๑いることで、ಕ෋⾁へのアクセス権を持たないクラウド環境の計算資源におけるド

キュメントのスコアリングを達成している。

しかしながら、準ட型暗号を単純に適๑するだけでは、検索のたびにクエリに対して全てのド

キュメントの຾似度を計算する಴๗がౙ生してしまう。そこで、ච研究では、このฆ題を解決

するためのインデキシングの手൥を lつ提案する。
Sつ෾の手൥は、ドキュメントに含まれる単語から、Q`検索を実現する෼を構築するൣ൥で
ある。෼の構造自体に意ළがないため、セキュリティ෮におけるลれた性質が期待できる。

lつ෾の手൥は、ドキュメントのഞ書ベクトルから pTAja33を作り、定数時間での計算を実現
するൣ൥である。pTAja33のஞ作を高速化するため、bCL?�c@を๸๑した次元圧縮も஡௬する。
さらに、この෼の各ノードを共通⾁暗号を๑いて暗号化することで、セキュリティ෮でのฆ題

の解決も図る。

また、これら lつの手൥について、セキュリティ෮のೆ価を行い、また現実のデータセットを
๑いた実験を通してパフォーマンス෮のೆ価を行う。
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